－ 調査の手引き －
１　調査の目的

調査により尼崎の自然環境の現状や過去からの変化を把握することを目的としています。

調査は専門家によるものではなく、学生を中心として、一般市民や事業者の皆さまのご協力のもと、夏休み期間に実施します。

そのため、調査結果も大切ですが、調査を通じて身近な生き物の様子を知ってもらうことも同じく大切です。「こんなところにこんな生き物がいたのか！」というように、この機会に尼崎の自然について興味を抱き、理解を深めてください。
２　調査対象生物の種類

調査対象生物は、全部で22種類です（「各生物の特徴」参照）。これらの生物の生息状況について、実際に自分で確認した結果を報告してください。
３　調査期間

調査期間は夏休み期間中の令和4年7月21日（木）～8月24日（水）ですが、過去1年間に観察した結果をもとに回答してください。

４　調査場所

尼崎市内を228区画に分けておりますので、気になる場所や、関心のある場所を選んでください。危険な場所や立入りが制限されているような場所などには入らないでください。　

５　調査方法

調査を行う場所を選び、地図上で区画番号を確認します。その後、区画内で、すべての調査対象生物（22種類）ついて過去1年間にどの程度の頻度で見かけたかを4段階で回答してください。
　＜4段階の判定基準＞

　　１・・・見たことがない　（全く見かけない。）

　　２・・・見たことがある　（ほとんど見かけないが、探せばまれに見ることができる。）

　　３・・・時々見かける　（たまに見る、時々見る、また探せば容易に見つけることができる。）
　　４・・・よく見かける　（容易に見ることができる。）
６　回答用紙の記入（記入例についても確認してください）
（１）名前・住所・学校名（学生）または通勤場所（在職者）の欄を記入してください。（個人情報については、自然調査に関する目的以外には利用いたしません。）
（２）自分が調べた区画を地図で確認し、地図に書いてある番号を記入します。その区画内において、調査対象生物が確認できた頻度を１～４のランクに分類し、該当する数字を記入してください。なお、1枚の回答用紙で4区画分の調査結果を記入できますが、少なくとも１区画分以上は記入してください。
（３）裏面のアンケートはご家族の皆さまで考えて、回答してください。
７　回答用紙の提出期限
令和4年9月16日（金）

郵送、FAX、Eメールのいずれかの方法でご提出ください。（尼崎市立中学校2年生の生徒は各学校に提出してください。）
８　実施主体
尼崎市環境創造課・尼崎市中学校理科教育研究会・尼崎の森中央緑地パークセンター
９　提出・問い合わせ先

〒660-8501　尼崎市東七松町１-２３-１
尼崎市環境創造課
TEL：06-6489-6301
FAX：06-6489-6300　
E-mail: ama-kankyo-sozo@city.amagasaki.hyogo.jp
以　上
第８回　身近な生き物から見た尼崎の自然調査








